
一
、

着
想
（
思
い
）

講
師
登
録
も
し
て
い
る
伊
藤

さ
ん
は
、
月
の
半
分
以
上
を
福

祉
施
設
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌

う
毎
日
の
中
で
、
い
つ
し
か
、

こ
の
方
々
を
主
人
公
に
、
舞
台

の
上
で
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当

た
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い

た
だ
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

お
化
粧
を
し
た
り
、
お
し
ゃ
れ

を
し
た
り
、
快
い
緊
張
感
が
新

し
い
元
気
を
生
み
出
す
の
で
は

な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
。

二
、

準
備
（
協
働
）

二
月
の
定
例
会
で
、
セ
ン
タ
ー

「
元
気
」
の
主
催
行
事
と
し
て

実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
岡
さ

ん
を
中
心
に
作
業
チ
ー
ム
が
で

き
ま
し
た
。
各
施
設
に
趣
旨
を

説
明
し
た
と
こ
ろ
、
喜
ん
で
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
開
催
日
は
六
月
と

し
、
車
椅
子
で
舞
台
に
上
が
る

こ
と
が
で
き
る
会
場
と
し
て
、

い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
を
紹
介
し
て

い
た
だ
き
、
運
良
く
六
月
六
日

を
確
保
で
き
ま
し
た
。

作
業
チ
ー
ム
は
、
「
喜
び
」

と
「
安
全
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

準
備
を
進
め
ま
し
た
。
会
場
で

は
、
ほ
ぼ
一
対
一
の
介
助
が
で

き
る
よ
う
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ホ
ー
ル
の
下
見
、
車

椅
子
の
取
扱
研
修
、
傾
聴
研
修
、

当
日
の
受
付
・
案
内
、
ピ
ア
ノ

伴
奏
、
合
唱
、
介
助
、
総
合
司

会
、
ガ
ー
ベ
ラ
の
花
と
香
り
袋

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
等
々
、
準
備
段

階
か
ら
当
日
の
進
行
ま
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
底
力
を
見

せ
た
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

広
報
と
し
て
は
、
広
報
「
は

ち
お
う
じ
」
、
ア
サ
ヒ
タ
ウ
ン

ズ
、
シ
ョ
ッ
パ
ー
ズ
、
及
び
い

ち
ょ
う
ホ
ー
ル
の
催
し
物
案
内

を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。三

、

当
日
（
喜
び
と
感
謝
）

開
演
の
一
時
間
半
前
ご
ろ
か

ら
参
加
者
の
到
着
が
始
ま
り
、

広
い
舞
台
も
参
加
者
、
付
添
ス

タ
ッ
フ
、
合
唱
団
体
で
身
を
寄

せ
合
う
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

客
席
も
二
百
三
十
名
の
入
場
と

な
り
、
満
席
レ
ベ
ル
と
な
り
ま

し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
詩
の
朗
読
、

挨
拶
・
紹
介
、
「
故
郷
」
合
唱
、

準
備
体
操
、
指
運
動
と
合
唱
、

主
催
者
挨
拶
と
進
み
ま
す
。
参

加
者
の
出
し
物
が
、
「
花
笠
音

頭
」
、
ギ
タ
ー
演
奏
、
「
孫
」

の
歌
、
そ
し
て
小
学
校
の
思
い

出
の
歌
と
続
い
た
後
、
コ
ー
ラ

ス
ひ
ま
わ
り
と
草
原
コ
ー
ル
が
、

練
ら
れ
た
合
唱
で
締
め
ま
し
た
。

ト
ー
ク
交
流
で
は
、
明
治
生

ま
れ
の
女
性
が
紹
介
さ
れ
、
文

字
通
り
「
明
治
・
大
正
・
昭
和

が
集
う
歌
の
会
」
と
な
り
ま
し

た
。
最
後
に
、
会
場
全
員
に
よ

る
合
唱
で
終
わ
り
ま
し
た
。

退
場
の
際
に
は
、
花
言
葉
を

添
え
た
ガ
ー
ベ
ラ
の
花
と
香
り

袋
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
参
加

者
全
員
無
事
に
帰
途
に
つ
き
ま

し
た
。
参
加
者
の
感
想
は
、

「
楽
し
か
っ
た
」
、
「
今
度
は

い
つ
？
」
に
尽
き
、
施
設
の
ス

タ
ッ
フ
か
ら
も
数
多
く
の
感
謝

の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
に
参
加
さ
れ
た
皆

様
の
リ
ス
ト
を
三
ペ
ー
ジ
に
掲

載
い
た
し
ま
し
た
。

ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
本

当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（１）第９号 げ ん き 平成１８年７月

八王子市高齢者活動

コーディネートセンター

（通称センター「元気」）

八王子市大横町１１－３５

電話＆ＦＡＸ

０４２－６２７－９１７９

運営日 月･水･金曜日

午前１０時～午後４時舞 台 一 杯 に

元 気 一 杯 に 体 操

「
次

は

い

つ

？
」

喜

び

と

感

謝

セ
ン
タ
ー
「
元
気
」
主
催
の
、
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
集
う
歌
の
会
」
が
、
六
月
六

日
（
火
）
、
八
王
子
市
芸
術
文
化
会
館
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
の
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

以
下
は
、
こ
の
会
を
企
画
し
成
功
さ
せ
た
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
伊
藤
涼
子
さ
ん
と
岡
稔

さ
ん
に
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

明

治
・
大

正
・
昭

和

が

集

う

歌

の

会



高
齢
者
の
特
技
を
あ
っ
せ
ん

し
、
地
域
に
還
元
す
る
高
齢
者

活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
活
動
も
、
三
年
目
か
ら
主
催

行
事
を
実
施
す
る
ほ
ど
に
、

「
力
」
が
つ
い
て
き
ま
し
た
。

開
設
五
年
目
に
当
た
る
十
八

年
度
は
、
さ
ら
に
高
齢
者
が
生

き
が
い
を
持
っ
て
活
動
で
き
る

よ
う
活
発
に
運
営
し
ま
す
。

一
、

業
務
内
容
の
役
割
分
担

を
さ
ら
に
明
確
に
し
て
活
発

に
運
営
し
ま
す
。

二
、

需
要
と
供
給
の
開
拓
と

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
力
を
入

れ
ま
す
。
地
域
割
り
活
動
と

広
報
活
動
を
さ
ら
に
工
夫
を

こ
ら
し
ま
す
。

三
、

講
師
懇
談
会
、
輪
を
広

げ
る
男
の
料
理
教
室
な
ど
経

験
を
積
み
上
げ
な
が
ら
主
催

行
事
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

十
八
年
度
は
、
講
師
活
動
の

発
表
の
場
を
設
け
る
な
ど
知

恵
を
出
し
な
が
ら
運
営
し
ま

す
。

四
、

相
互
研
修
、
訪
問
研
修

の
ほ
か
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
研
修
の
機
会
を
増
や
し

ま
す
。
例
え
ば
、
機
会
を
捉

え
、
傾
聴
入
門
講
座
、
車
椅

子
介
助
講
習
会
な
ど
、
資
質

の
向
上
を
は
か
り
ま
す
。

五
、

市
当
局
、
関
係
機
関
、

福
祉
施
設
、
団
体
な
ど
と
よ

り
一
層
の
連
携
を
は
か
り
ま

す
。

六
、

市
委
託
料
の
適
切
な
支

出
を
は
か
り
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
の
成
約
件
数

は
五
十
一
件
（
前
年
度
三
十
六

件
）
で
、
そ
の
内
訳
は
次
の
通

り
で
す
。

①

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
分
野

四
件
（
太
極

拳
、
認
知
症
予
防
体
操
）

②

料
理
・
健
康
分
野

一
件

（
食
生
活
）

③

文
化
・
学
習
分
野

五
件

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
年

金
解
説
、
市
財
政
）

④

音
楽
・
書
道
等
分
野

十

五
件
（
歌
唱
指
導
、
胡
弓
、

三
味
線
、
大
正
琴
、
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
、
オ
カ
リ
ナ
の
演

奏
、
書
道
指
導
）

⑤

茶
華
道
・
手
芸
等
分
野

五
件
（
茶
道
、
ち
ぎ
り
絵
、

竹
細
工
）

⑥

趣
味
・
娯
楽
分
野

十
二

件
（
踊
り
、
民
舞
、
マ
ジ
ッ

ク
、
腹
話
術
、
南
京
玉
す
だ

れ
、
囲
碁
）

⑦

福
祉
・
相
談
分
野

四
件

（
傾
聴
、
話
し
相
手
）

⑧

主
催
行
事

五
件
（
男
の

料
理
教
室
）

な
お
、
成
約
で
き
な
か
っ
た

の
は
五
件
で
し
た
。

講
師
登
録
者
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
の
講
師
懇
談
会
を
、
十

八
年
一
月
に
二
回
（
前
年
度
は

意
見
交
換
会
、
三
回
）
に
分
け

て
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
二
十

二
名
、
福
祉
施
設
二
名
、
市
一

名
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
延
二

十
八
名
、
合
計
五
十
一
名
（
前

年
度
七
十
八
名
）
が
集
ま
り
ま

し
た
。
今
回
は
受
け
手
で
あ
る

福
祉
施
設
か
ら
受
け
手
側
の
状

況
や
希
望
も
出
さ
れ
、
活
発
な

意
見
交
換
で
相
互
理
解
が
深
ま

り
ま
し
た
。

運
営
委
員
会
は
定
例
会
と
名

称
を
変
え
、
毎
月
第
三
水
曜
日

に
開
催
し
、
十
二
回
延
二
百
一

名
（
前
年
度
延
百
五
十
八
名
）

が
出
席
し
ま
し
た
。

新
人
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

迎
え
て
の
相
互
研
修
は
、
六
月

に
三
回
延
二
十
六
名
（
前
年
度

延
二
十
四
名
）
が
参
加
し
ま
し

た
。毎

年
実
施
し
て
い
る
訪
問
研

修
は
、
十
一
月
に
地
元
の
八
王

子
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
し
、
七
名
が
参
加
し
ま
し

た
。広

報
紙
「
げ
ん
き
」
は
、
第

六
号
（
十
七
年
七
月
）
、
第
七

号
（
十
七
年
十
一
月
）
、
第
八

号
（
十
八
年
二
月
）
と
三
回
発

行
し
ま
し
た
。

平成１８年７月 げ ん き 第９号 （２）

傾
聴
入
門
講
座
な
ど
、
資
質
の
向
上
を

平
成
十
八
年
度
活
動
方
針
決
ま
る

去
る
三
月
十
五
日
の
定
例
会
で
、
平
成
十
八
年
度
の
活

動
方
針
を
、
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

成

約

件

数

四

十

％

ア

ッ

プ

平

成

十

七

年

度

の

活

動

実

績

男 の 料 理 教 室



平
成
十
七
年
の
秋
の
こ
と
、

歌
唱
指
導
を
し
て
い
る
恩
方
ホ
ー

ム
（
上
恩
方
町
）
で
ご
一
緒
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
、
ち
ぎ

り
絵
指
導
の
中
山
く
み
子
先
生

（
セ
ン
タ
ー
「
元
気
」
講
師
、

当
時
）
の
お
誘
い
で
、
ち
ぎ
り

絵
展
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
そ
の

華
や
か
さ
、
静
謐
さ
、
そ
し
て

彩
り
の
美
し
さ
に
感
動
し
、
恩

方
ホ
ー
ム
利
用
者
の
皆
さ
ん
の

ち
ぎ
り
絵
を
展
示
す
る
企
画
を

思
い
つ
き
ま
し
た
。
中
山
先
生

や
職
員
の
皆
さ
ん
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

早
速
実
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

ま
ず
は
場
所
探
し
で
す
。
地

元
の｢

夕
や
け
小
や
け
ふ
れ
あ

い
の
里｣

に
相
談
し
、
花
ま
つ

り
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て

参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

仲
間
も
集
め
ま
し
た
。
ゆ
う

む
（
西
寺
方
町
）
で
ち
ぎ
り
絵

を
指
導
し
て
い
る
笠
原
先
生

（
セ
ン
タ
ー
「
元
気
」
講
師
）

と
助
手
の
渡
辺
さ
ん
に
連
絡
し
、

合
同
展
示
が
き
ま
り
ま
し
た
。

両
先
生
と
施
設
の
職
員
の
皆
さ

ん
に
作
品
を
選
ん
で
も
ら
っ
て

い
る
う
ち
に
、
あ
っ
と
い
う
間

に
展
示
前
日
と
な
り
ま
し
た
。

中
山
先
生
の
お
仲
間
、
職
員
の

皆
さ
ん
や
鹿
又
さ
ん
（
セ
ン
タ
ー

「
元
気｣

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
安
心
し

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
高
い

と
こ
ろ
に
支
柱
を
立
て
壁
紙
を

張
っ
て
展
示
す
る
に
は
何
人
か

の
男
手
が
必
要
と
分
か
り
、
鹿

又
さ
ん
が
急
遽
、
セ
ン
タ
ー

「
元
気
」
の
男
性
を
集
め
て
く

だ
さ
り
、
展
示
に
間
に
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
会
場
に
、
中
山
先

生
の
お
仲
間
の
作
品
と
一
緒
に
、

し
か
も
舞
台
に
近
い
ほ
う
に
展

示
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
日

以
外
は
そ
れ
ほ
ど
人
の
集
ま
る

場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
展

示
品
に
事
故
が
な
い
よ
う
に
、

職
員
や
利
用
者
の
皆
さ
ん
も
含

め
て
、
見
張
り
も
兼
ね
て
鑑
賞

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中

の
誰
か
が
、
「
夢
の
よ
う
だ
」

と
つ
ぶ
や
い
た
一
言
が
、
涙
が

出
る
ほ
ど
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

同
時
に
こ
の
よ
う
な
感
慨
を
味

わ
せ
て
く
れ
た
施
設
の
皆
さ
ん
、

中
山
先
生
と
そ
の
お
仲
間
、
鹿

又
さ
ん
や
セ
ン
タ
ー
「
元
気
」

の
皆
さ
ん
に
あ
ら
た
め
て
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（３） 第９号 げ ん き 平成１８年７月

夢

の

よ

う

で

す
ー
ー

ち

ぎ

り

絵

展

に

参

加

三
月
三
十
一
日
か
ら
四
月
十
二
日
ま
で
、
夕
焼
け
小
焼

け
ふ
れ
あ
い
の
里
で
、
花
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と

し
て
、
ち
ぎ
り
絵
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。
恩
方
ホ
ー
ム
、

ゆ
う
む
の
両
施
設
が
、
日
頃
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

以
下
、
企
画
し
た
伊
藤
涼
子
さ
ん
の
お
話
を
ま
と
め
ま
し
た
。

恩 方 ホ ー ム の 作 品

ゆ う む の 作 品

｛
参
加
施
設
（
五
十
音
順
）
｝

恩
方
ホ
ー
ム

参
加
者
三
名

ス
タ
ッ
フ
二
名

偕
楽
園
ホ
ー
ム

〃

十
名

〃

五
名

ぐ
ら
ん
ぱ

ぐ
ら
ん
ま

〃

四
名

〃

四
名

多
摩
特
養
老
人
ホ
ー
ム

〃

三
名

〃

三
名

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
イ
ホ
ー
ム

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

〃

二
十
八
名

〃
十
一
名

参
加
者
合
計

四
十
八
名
（
う
ち
車
椅
子
十
六
名
）

ス
タ
ッ
フ
合
計

二
十
五
名

｛
指
導
｝

八
王
子
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

車
椅
子
取
り
扱
い
指
導

伊
藤
憲
彦
先
生

傾
聴
指
導

｛
協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
｝

草
原
コ
ー
ル

十
二
名

ピ
ア
ノ
・
合
唱
・
介
助

コ
ー
ラ
ス
ひ
ま
わ
り

十
九
名

合
唱
・
介
助

八
ボ
ネ
ッ
ト

六
名

八
コ
ー
会
・
セ
ン
タ
ー
「
元
気
」
二
十
六
名

シ
ニ
ア
元
気
塾
一
〜
三
期
生

十
九
名

（
う
ち
二
期
生
十
三
名
）

飛
び
入
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

三
名

ご
協
力
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「明治・大正・昭和が集う歌の会」参加者リスト



私
達
は
、
毎
日
、
元
気
で
健

康
且
つ
自
立
し
た
生
活
を
し
て

い
ま
す
。
万
が
一
、
人
生
の
中

途
で
や
む
な
く
心
身
の
機
能
低

下
に
よ
り
障
害
者
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
決
し
て
恥
じ
る
こ
と

な
く
、
福
祉
用
具
を
利
用
し
て

自
立
し
た
生
活
が
出
来
る
の
で

す
。
私
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
、
こ
れ
を
支
援
し
、
何

か
の
一
助
に
で
も
な
れ
ば
と
切

に
願
い
、
こ
の
講
習
を
受
け
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

講
習
は
、
平
成
十
八
年
二
月

十
三
日
（
月
）
か
ら
十
八
日

（
金
）
ま
で
の
五
日
間
、
毎
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
、

総
計
四
十
時
間
（
う
ち
実
習
八

時
間
）
み
っ
ち
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
場
は
、
飯
田
橋
セ
ン
ト

ラ
ル
プ
ラ
ザ
、
受
講
料
は
、
二

万
五
千
円
で
し
た
。
講
習
会
の

課
程
を
修
了
す
れ
ば
資
格
を
取

得
で
き
、
修
了
証
書
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
取
得
試
験
は
あ
り
ま

せ
ん
。

介
護
保
険
に
お
け
る
福
祉
用

具
は
、
心
身
の
機
能
が
低
下
し

日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が

あ
る
要
介
護
者
又
は
要
支
援
者

（
以
下
「
要
介
護
者
」
と
い
う
。
）

の
日
常
生
活
上
の
便
宜
を
図
る

た
め
の
用
具
及
び
要
介
護
者
等

の
機
能
訓
練
の
た
め
の
用
具
で

あ
っ
て
、
要
介
護
者
の
日
常
生

活
の
自
立
を
助
け
る
た
め
の
も

の
で
す
（
厚
生
労
働
省
通
知
に

よ
る
）
。
福
祉
用
具
を
レ
ン
タ

ル
す
る
業
者
は
、
福
祉
用
具
専

門
相
談
員
の
資
格
者
を
置
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
こ

こ
の
と
こ
ろ
資
格
者
を
養
成
す

る
業
者
が
急
速
に
増
え
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。

講
習
会
は
、
厚
生
労
働
省
が

指
定
す
る
指
定
業
者
が
随
時
ス

ク
ー
ル
を
開
い
て
い
ま
す
。
詳

し
い
こ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
「
ケ
ア
資
格
ナ
ビ
」
で
検
索

す
る
か
、
関
東
信
越
厚
生
局
健

康
福
祉
部
福
祉
課
（
電
話
〇
四

八
ー
七
四
〇
ー
〇
七
四
二
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な

お
、
東
京
都
が
行
う
講
習
会
は
、

新
聞
に
折
り
込
ま
れ
る
都
の
広

報
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

（
Ｍ
／
Ｓ
）

◎
明
治
・
大
正
・
昭
和
が
集
う

会
、
そ
し
て
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
と
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
、
こ
れ

は
必
要
だ
、
や
っ
て
み
た
い
と

い
う
日
ご
ろ
の
思
い
が
、
次
々

と
実
現
で
き
た
前
半
で
し
た
。

つ
ぶ
や
き
を
形
に
、
言
い
出
し
っ

ぺ
の
思
い
が
み
ん
な
の
協
力
で

育
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｈ
／
Ｏ
）

◎
役
割
分
担
表
を
見
て
、
広
報

な
ら
と
思
い
そ
の
一
員
に
な
り

ま
し
た
。
入
会
三
ヶ
月
を
経
て
、

い
ろ
い
ろ
な
会
合
等
で
皆
さ
ん

の
識
見
に
触
れ
、
考
え
て
お
ら

れ
る
方
向
性
は
同
じ
な
ん
だ
と

気
強
く
感
じ
ま
し
た
。
お
手
伝

い
し
な
が
ら
ま
だ
ま
だ
吸
収
す

る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
年
齢
は
ロ
ス
タ
イ
ム
に
入

り
ま
し
た
が
、
大
事
な
時
間
と

す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
Ｔ
／
Ｓ
）

◎
は
じ
め
ま
し
て
。
六
月
よ
り

セ
ン
タ
ー
「
元
気
」
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
登
録
し
ま
し
た
初

心
者
で
す
。
早
速
に
広
報
担
当

を
お
お
せ
つ
か
り
、
広
報
紙

「
げ
ん
き
」
の
発
行
に
ー
ー
と

い
わ
れ
ま
し
た
が
、
何
が
な
に

や
ら
分
か
ら
な
く
、
と
に
か
く
、

皆
に
喜
ん
で
読
ん
で
い
た
だ
け

る
広
報
紙
を
目
指
し
て
、
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
Ｒ
／
Ｋ
）

◎
建
設
業
、
日
本
航
空
、
日
銀

と
、
最
近
プ
ロ
根
性
を
疑
わ
せ

る
事
件
が
世
間
を
騒
が
せ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
見
る
た
び
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
権
限
と

責
任
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
す
。

（
Ｔ
／
Ｓ
Ｉ
）

平成１８年７月 げ ん き 第９号 （４）

福
祉
用
具
専
門
相
談
員

講
習
会
を
受
講
し
て

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
清
水
正
健
さ
ん
が
、
（
財
）
東

京
都
高
齢
者
研
究
・
福
祉
振
興
財
団
の
第
二
回
福
祉
用
具

専
門
相
談
員
指
定
講
習
会
の
課
程
を
修
了
し
、
「
福
祉
用

具
専
門
相
談
員
」
の
資
格
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。

以
下
は
、
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
感
想
で
す
。

センター「元気」では、講師・指導者を

募集しています。

元気な高齢者の皆さん！お持ちの経験・

特技を、誰かのために役立てませんか。

特に次の分野の方を求めています。

① スポーツ・レクリエイション

② 料理

③ 健康法

④ 音楽・書道

（連絡先）

センター「元気」

ＴＥＬ＆ＦＡＸ ６２７－９１７９

編
集
員
の
記

講師・指導者募集

経験や特技を活かしませんか


